
従来型の博士後期課程
企業側から見た問題点

企業等の
外部研究機関

大学

学生

社会人Dr.，共同研究

研究力の伸び悩み

短期研究にとどまる

大学のハードルが高く相談先も不明
大学の組織が複雑で誰にどのような形で
話を持ちかけたら良いかがわからない

専門分野のミスマッチ
必要な研究を実施できる教員や学生がいるかが不明

人材育成費用の確保が困難
研究費はあるが人材を育成する費用の捻出が困難




